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予 算
特 集 号

昭和62年度予算案まとまる
総額 1, 853 億円( 一般会計　1, 355 億円)

子

ど

も

か

ら

お
年
寄
り
ま
で

快
適
で
安
心
し
て
住
め
る
ま
ち

昭
和
6
2年
度
の
予
算
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
一
般
会
計
1
干
3
5
5億
円
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
3
1
1億
円
、
老
人
保
健
医
療
特
別
会
計
叩
億
円
で
、
6
1年
度
に
比
べ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
5
・
9
%

、
1
0

・
1
%

、
1
0・
9
%

の
伸
び
率
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
予
算
案
は
、
こ
れ
ま
で
他
に
先
が
け
て
実

行
し
て
き
た
、
行
財
政
改
革
の
成
果
を
踏
ま
え
て
積
極
的
に
綢
成
い
た
し
ま
し
た
。
予
算
編
成
の
基

本
方
針
は
、
。第
2
次
基
本
計
画
の
主
要
搴
業
を
中
心
と
し
て
薑
点
的
か
つ
効
率
的
に
財
源
を
配
分
す

る
こ
と
气
と
祥

政
改
革
大
綱
の
理
念
に
基
づ
い
て
効
率
的
執
行
、
民
間
活
力
の
導
入
な
ど
を
図
り
、

よ
り
一
層
活
力
あ
る
区
政
を
実
現
す
る
こ
と
"
に
あ
り
ま
す
。
今
回
は
、
6
2年
度
の
主
な
事
篥
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、
こ
の
予
算
案
は
、
3
月
の
区
議
会
で
審
議
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

自
立
し
て
活
力

あ
る
ま
ち
に
134億9, 142万円

足
立
区
で
は
、
魅
力
あ
る
中
心

市
衝
地
の
形
成
と
地
元
粫
L
業
の

弯
吸
を
図
っ
て
い
ま
す
。

□
市
街
地
再
開
発(

9
億
8
9
3万
円
)

北
千
庄
駅
西
口
地
区
市
衝
地
再

閧
発
を
副
都
心
づ
く
り
の
第
一
歩

と
し
て
、
峭
極
的
に
取
り
砠
ん
で

い
ま
す
。
6
2年
度
は
、
そ
の
先
口

凖
業
と
し
て
、
立
休
駐
車
塲
(
7

陬
建
)
の
建
設
に
着
手
し
ま
す
。

白
勣
車
約
掴
台
、
自
転
車
約
2
千

川
台
収
容
で
き
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
足
立
市
街
地
開
発
㈱
へ

の
出
資
金
を
5
億
2
千
万
円
喞
額

し
ま
す
。

□
中
小
企
業
融
資

(
3
億
4

千
3
7
5万
円
)

円
高
不
况
対
策
と
し
て
、
運
転

資
金
お
よ
び
設
㈲
資
金
融
資
に
3
%

の
利
子
補
給
を
行
う
と
と
も

に
、
貸
し
出
し
枠
の
拡
大
を
は
か

る
た
め
態
金
を
1
億
円
増
額
し
ま

す
。

□
商
店
街
環
境
整
備(

4
干
2
1
3
万
円
)

道
路
の
カ
ラ
ー
舗
装
化
助
或
を

竹
の
曜
一
丁
日
ほ
か
で
1
千
Ⅲ
平

方
む
行
い
ま
す
。
装
飾
衝
路
灯
助

成
も
。
区
内
商
店
衝
5

ヵ
所
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

□
産
業
振
興
懇
談
会
の
設
置

(
新
規
/
2
千
3
3
7
万
円
)

将
来
に
向
け
て

、
足
立
区
産
業

経
済
の
あ
る
べ
き
姿
、
対
に
策
な

ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
箋
策
を
倹
討
す

る
た
め
に
、
新
た
に
産
業
振
興
懇

談
余
を
設
置
し
ま
す
。

そ
の
他
、K
の
自
冶
橋
拡
大
の

た
め
、
足
立
区
制
町
改
革
推
進
区

民
会
議
の
運
営
・
制
度
改
革
の
P
R

函
リ
円
)
な
ど
も
行
い
ま
す

。

北千住 駅西口地区 市街地再 開発事業完 成
予想模 型( 写真 左下が立体駐 車場)

緑
と
水
を生

か
し
て

24億7, 502万円

2
1世
紀
に
む
け
、
魅
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
、
緑

と
水
を
生
か
し
た
総
合
的
な
整
備

を
行
つ
て
い
き
ま
す
。

□
親
水
水
路
の
整
備

(了
億
2
千
9
0
1万
円
)
　

都
市
に
失
わ
れ
た
水
面
を
回
復

し
、
水
辺
に
観
し
む
空
間
を
つ
く

り
だ
す
た
め
、
親
水
緑
道
な
ど
を

整
備
し
ま
す
。

▽
五
反
野
親
水
緑
道
(
2

ヵ
年
事

某
第
2
年
次
)

▽
八
ヶ
村
落
親
水
緑
避
(
中
川
四

丁
目
・
辺
と

▽
葛
西
用
水
親
水
水
路
整
備
(
大

谷
田
五
丁
目
地
X
・
3
0
0㍍)

※
名
称
は
、い
す
れ
も
仮
称
で
す

。

□
公
園
の
整
備

(
4
億
6
千
2
万
円
)
　

ほ
民
に
憩
い
と
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
の
場
を
提
供
し

、
ま
た
防
災

空
地
と
し
て
活
用
す
る
た
め
に
公

園
の
造
威
を
行
い
ま
す
。

江
北
公
園
B
地
区
ほ
か
5
ヵ
所

に
新
設
公
園
を
、
ま
た
吉
右
衛
門

堀
公
園
ほ
か
8
ヵ
所
で

、
二
次
整

篇
な
ど
を
行
い
ま
す
。

□
い
こ
い
の
森
造
成

(
新
規
/
6
2
7
万
円
)
　

樹
林
の
保
護
と
区
民
の
「
い
こ

い
の
場
」
と
し
て

、
佐
野
一
丁
目

の
民
有
地
4
千
鬲
平
方
㍍
を
、
区

が
借
用
し

、
整
地
し
て
区
民
に
閧

放
し
ま
す
。

□
接
道
緑
化
事
業

(
新
規
/
5
3
3
万
円
一
・

逎
路
に
面
し
た
プ
ロ
ッ
ク
塀
を

取
り
除
き
、
生
垣
を
設
酋
す
る
屶

に
補
助
し
ま
す
。

こ
れ
は

、
接
逎
部
の
緑
叱
を
図

り
な
が
ら
、
ま
ち
の
景
観
を
美
し

く
し

。
地
震
に
よ
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀

の
倒
壊
亊
故
を
防
ぐ
た
め
に
行
う

も
の
で
す

。

□
そ
の
他
、
垳
川
の
護
庠
改
修
お

よ
バい遊
歩
逎
の
整
蹣
(
2

億
5
F

勁
万
円
)

も
行
い
ま
す

。

葛西用水 親水公園完 成予想図

道
路
に
面
し
た
塀
を
生
垣
に

(接
道
緑
化
事
業
)

心
の
ふ
れ
あ
う

豊
か
な
ま
ち
を

282億7, 317万円

す
ぺ
て
の
区
民
か
人
問
と
し
て

尊
徼
さ
れ

、
安
心
し
て
豊
か
な
生

活
が
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す

。

□
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
・
ケ
ア

セ
ン
タ
ー
の
整
備

(
新
規
・
増
設
/
2
僊
4
干
川
万
　

円
)

入
谷
町
に
建
設
さ
れ
る
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム

袙

床
・
昭
和
6
3

年
9
月
閧
設
予
竃
)
お
よ
び
、
花

畑
四
丁
目
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
の
増
設
(
2
3
床
)

経
費
の
助
吸

を
行
い
ま
す

。

こ
れ
に
ょ
り
、
客
庭
に
お
い
て

介
護
が
Ⅲ
難
な
寝
た
き
り
を
人
の

入
所
希
望
を
充
9
し
、
あ
わ
せ
て

在
宅
老
人
の
擂
阯
の
充
実
を
は
か

り
ま
す
。

□
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
基
金

(
2
億
円
)

6
1年
慶
現
在
、1
億
円
の
福
祉

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
括
金
が
あ
り
ま

す
ご

」れ
を
3
億
円
に
喞
額
し

、

そ
の
浬
用
利
子
で
ホ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
ク
ー
ル
な
ど
1
8事
裳
を
ほ
い
ま

す
、

□
ね
た
き
り
老
人
並
び
に
重
度
心

身
障
害
者
巡
回
入
浴
事
業

一
5
千
1
3
3万
円
・

6
5歳
り
L
の
ね
た
き
り
耆
八
等

に
行
つ
て
い
る
巡
川
入
心
の
M

数

を
、
印
1
8
M
か
ら
2
0凹

硝

や
し

ま
す
。

□
生
業
資
金
貸
付

1
億
5
1万
円
一

一
般
の
金
融
磯
関
か
ら
融
口
を

受
け
る
こ
と
か
圃
難
で
、
こ
の
資

金
て
独
2
の
生
計
を
た
て
る
こ
と

が
可
能
な
ガ
に
啄
し
出
す
生
業
口

包
の
a
付
利
孚
を
、
印
3
・
6
5ら

か
ら
2
・
X
-
に
引
き
下
け
ま

す□
法
定
地
区
計
画
の
策
定

f

億
瑚
万
円
}

地
図
の
持
忤
に
心
じ
た
ま
ち
つ

く
り
を
推
延
す
る
た
め
、
配
巾
冫
m
J

い
に
基
つ
い
た
欣
区
剖
円
を
笂

ご
し
、
良
好
な
哇
眉
坦
の
妾
現
を

口
り
ま
す
。

・
そ
の
他
、
こ
卜
二
丁
目
に
庄
区

セ
ン
タ
ー
・
つ
・
億
琳
町
口
、
尾
こ

小
凵
六
金
肓
吋
よ
町
廓
の
引
き
L

け
了
千
膓
万
円
)
、
し
身
陥
害
柚

祉
セ
ン
タ
土
百
并
分
堅
の
竃
0
・

指
4
一
口
の
吶
(
2
千
沺
万
円
ヽ
な

ど
も
実
鵬
)
し
ま
す

住区センターを建設します

健
康
と
安
全
を

願
つ
て

131億3, 277万円

区
民
の
健
隶
を
守
る
た
め
、
保

健
・
K
瞭
施
設
の
整
㈲
を
図
り
、

公
害
・
震
災
対
g
'
下
水
逎
整
陥

な
ど
、
安
兔
で
快
適
な
ま
ち
つ
く
0

を
行
い
ま
す
、

□
公
共
下
水
道
の
整
備

-
6
3
億
4
千
7
4
1
万
円
)

区
内
の
下
水
遜
詰
及
率

は
、
昭
和
6
0
年
度
汞
現
在

1
6
よ
手
(
6
2
年
度
は
、

擂
か
ら
の
そ
乱
唄
業
を
綾

瀬
。一
丁

目
ほ
か
2
6
力
所
、

延
ぺ
2
万
9

千
コ
㍍
の
エ

箏
を
ほ
い
、
跡
及
率
6
0り

を
め
さ
し
ま
す
。

□
防
災
生
活
圈
モ
デ
ル
事

業
　
(
1
億
7
千
1
8
万
円
)

関
冢
二
・
三
丁
目
を
対

喩
に
、
ホ
ケ
ッ
ト
巳
捫
、
迺
路

の
鷁
口
り
な
ど
を
実
箋
し
、延

け
な
い
で
す
む
ま
ち
づ
く
り
」

に
男
め
ま
す
。

□
都
市
防
災
不
燃
化
事
業

f
億
5
千
眤
万
円
)

大
叭
災
畤
の
避
難
路
を
嗄
保

し
て
、
市
衝
地
の
延
暁
防
止
を

図
る
た
め
、
避
甦
路
。冶
い
に
不

燃
建
築
物
か
佳
て
る
ぢ
に
、
眥

川
の

。
ぶ
を
助
吸
し
ま
す
。

□
5
0歳
健
康
診
査

薪

規
/
1

干
弸
万
円
』

吸
人
祠
予
防
対
鴪
の
雹
点
年

劬
を
5
0
歳
と
定
め
て
、
胃
が
ん
・

循
躙
器
検
診
を
突
衝
し
健
康
に

つ
い
て
の
闃
心
を
喚
起
し
て
い

き
ま
す
。

□
湯
河
原
区
民
保
養
所
の
改
築

(新
規
/
2

億
2
干
7
4万
円
)

区
民
の
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ

て
い
る
陥
回
原
区
民
保
餮
所
の

と
朽
化
が
茗
し
い
た
め
改
築
し

ま
す
。

鉄
筋
4

附
建
・
定
鴎
1
2
0名

で
、
昭
和
6
4年
4
月
に
オ
ー
プ

ン
の
予
定
で
す
。

□
そ
の
他
、
災
害
時
に
的
厘
な

碼
報
を
提
供
す
る
た
め

。
防
災

行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
(
4

億
7
千
2
4
7万
円
)
も
行
い
ま
す

。

下水道 普及率60%( 62 年度末) を
目標に 工事を 進めます 昭和62年度足立区予算(案)概要
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一 般会計の歳入 ・ 歳出予算内訳

歳入
1, 355億円
( 100%)

歳出
1, 355億円
( 100%)

交
通
施
設
を
と
と
の

え
便
利
な
く
ら
し
を

55億598万円

日
常
生
活
に
お
い
て
、
体
系
的

に
整
備
さ
れ
た
交
通
施
設
の
利
用

に
よ
り
、
快
適
で
便
利
な
生
活
が

営
め
る
6
つ
に
し
ま
す
。

□
都
市
計
画
道
路
整
備

(
2
8億
2
5
2万
円
)

栗
原
二
・
三
丁
目
で
、
東
武
線

と
の
立
体
化
工
亊
を
行
つ
て
い
る

補
助
5
8号
線
の
整
蝉
を
、
更
に
進

め
ま
す
。

ま
た
、
用
地
購
入
、
測
量
な
ど

も
実
箋
し
ま
す
。

□
舎
人
新
線
の
建
設

(
3
億
4
千
2
2
1万
円
)

区
西
部
地
域
に
お
け
る
交
通
過

疎
を
解
消
す
る
た
め
の
舎
人
新
線

(
新
交
通
シ
ス
テ
ム
)
の
実
現
性

を
調
査
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
建

設
資
金
墳
立
金
を
1
億
円
積
み
増

し
ま
す
。
(
目
絛
7
0億
円
)

□
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
道
路
の
設
置

(
3
億
1
千
4
1
9万
円
)

歩
行
者
と
車
が
共
存
で
き
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
道
路
を
、
6
2年
度
も

青
井
三
丁
目
と
、
大
谷
田

丁

二

丁
目
に
新
設
し
ま
す
。

□
そ
の
他
、
歩
行
者
の
安
全
を
図

る
た
め
、
既
般
道
路
に
歩
道
を
整

備
介
億
4
千
揃
万
円
)
し
た
り
、

路
面
の
破
損
に
対
応
す
る
た
め
道

路
の
改
良
(
5
億
2
千
Ⅲ
万
円
)

な
ど
も
行
い
ま
す
。

区内 の各地に コミ ュニテ ィ
道路ができています

豊
か
な
教
育
と

文
化
の
創
造
を

148億7, 858万円

次
代
を
担
う
子
ど
も
や
青
少
年

が
健
や
か
に
育
ち
、
す
ぺ
て
の
区

民
が
豊
か
な
教
育
と
文
化
を
享
受

す
る
こ
と
が
で
き
る
ぞ
つ
に
し
ま

す
。

□
科
学
教
育
事
業
運
営

(
1
傳
1
千
9
9
3万
円
)

教
育
セ
ン
タ
ー
の
プ
ラ
ネ
タ
リ

ウ
ム
を
、
嫐
釿
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

連
勳
の
自
勳
式
に
更
新
し
ま
す

。

最新式 のプ ラネ タリウムに更 新します
( 教育 センター)

□
外
人
講
師
の
派
遣(

1
干
副
万
円
)

国
際
惑
覚
を
養
い
生
き
た
英
語

を
学
ば
せ
る
た
め

、
区
立
中
学
2

年
生
全
貝
を
対
象
に
I

ク
ラ
ス
当

り
6

時
間
の
計
画
で
英
米
人
の
講

師
を
派
遣
し
ま
す
。

□
中
学
生
の
海
外
派
遣(

7
9
7
万
円
)

姉
妹
都
市
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

・
ベ
ル
モ
ン
ト
市
に
、中
学
生
を
派

遣
し

、
相
互
理
解
と
友
好
親
善
を

深
め
ま
す
。6
2年
度
は
、中
学
2
年

生
1
4名
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

□
紿
食
運
営(

5
億
了
千
4
2
5万
円
)

楽
し
く
正
し
い
食
習
慣
に
導
く

た
め
、
先
割
れ
ス
プ
ー
ン
に
替
え

て
フ
ォ
ー
ク
と
ス
プ
ー
ン
を
全
校

に
購
入
し
ま
す

。
ま
た
、
調
理
業

務
の
委
託
に
よ
る
節

減
は
、
民
閧
委
託
校
1
2

校
に
食
器
の
改
善

と
し
て
還
元
し
ま

す

。

□
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基

金(
新
規
/
1

億
円
)

区
民
皆
ス
ポ
ー
ツ

を
め
ざ
し
て
、
将
采

に
わ
た
り
継
続
的
、

広
域
的
に
ス
ポ
ー
ツ

の
振
眞
を
図
る
た
め

基
金
を

創
設
し
ま

す
。運

用
利
子
を
体
育

団
体
、
区
民
ス
ポ
ー

ツ
活
勳
助
成
金
に
あ

て
ま
す
。

□
ブ
ロ
ッ
ク
セ
ン
タ

ー
の
建
設

(
4
9億
3
千
9
6
6万
円
)

区
内
1
3プ
ロ
ッ
ク

中
、
来
年
度
で

、1
2

の
ブ
ロ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
が
完
成
し

ま
す

。
6
2年
度
に
竣
エ
す
る
の
は

、
次

の
4
館
で
す
。

▽
婦
人
会
館
・
梅
田
セ
ン
タ
ー

(
梅
田
七
丁
目
3
3
1
7
)
・
:
6
3
　

年
4
月
閧
設
予
定

▽
興
本
セ
ン
タ
ー
(
興
野
一
丁
目

1
1
6
0

ほ
か
)

▽
鹿
浜
セ

ン
タ
ー
(
鹿
浜
六
丁
目
8
)

▽
伊
興
セ
ン
タ
ー
(
西
伊
興
町
5
8
)

い
ず
れ
も
、6
2

年
1
0月
閧
設

予
定
で
す
。

※
名
称
は
い
ず

れ
も
仮
称
で

す
。

□
そ
の
他
、
野

外
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ

ー
ス
ポ
ー
ツ
施

設
の
整
備
(
3

億
5
予
2
0
5万

円
)
や
、
北
千

住
駅
西
囗
再
閧

発
事
業
に
伴
う
(
仮
称
)
眤
合
文

化
セ
ン
タ
ー
建
設
計
画
の
専
門
家

懇
談
会
の
設
置
(
Ⅲ
万
円
)
な
ど

も
行
い
ま
す
。

Λ
予
算
諌
V

区民 皆スポ ーツをめざ して
各 種事業を 行い ます

さ まざ まな活 動の拠点に なり ます。( 仮称) 婦人 会館・梅田 センタ ー

明日のまちづくりのために

行 政 改 革

既
に

、ご
紹
介
し
た
よ
う
に
、

昭
和
6
2
年
度
も
、
寝
た
き
り
老

人
の
た
め
の
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
、
快
適
な
生
活
の
た
め
の

公
園
・
逎
路
の
建
設
、
中
学
校

へ
の
外
人
講
師
の
派
遇
、
プ
ロ

ッ
ク
セ
ン
タ
ー
や
庄
区
セ
ン
タ

ー
の
建
設
な
ど
、
多
く
の
事
槧

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
の
厳
し
い
財
政
状
況
の

中
で

、
な
ぜ
、
こ
の
よ
う
に
で

き
る
の
で
し
よ
冫
か
。

そ
れ
は
、
亊
務
事
業
の
兒
直

し
な
ど
の
行
政
改
輩
の
鹿
啝
な

の
で
す
。

行
政
改
苹
の
日
的
は
、
咀
立

区
の
特
性
を
生
か
し
た
求
ち
づ

く
り
を
進
め
、
活
力
と
眤
い
の

あ
る
足
立
区
を
創
り
出
す
こ
と

で
す
。
同
時
に
、
将
粢
を
見
通

し
て
、
新
し
い
事
業
を
嘖
癒
的

に
展
開
し
て
い
く
こ
と
で
す
。

そ
の
た
め
の
手
段
と
し
て
、

事
務
経
費
の
節
減
や
、
影
務
箏

業
の
見
直
し
、
職
貝
外
の
抑
制

な
ど
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
芍
勹
は
、以
前

か
ら
も
行
っ
て
い
ま
し
た
か
、

昭
和
5
6年
慶
か
ら
は
、
計
圃
的

に
継
続
し
て
実
施
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

そ
の
結
粱
、6
年
間
で
。6
6

億
円
も
節
咸
す
る
こ
と
か
で
き

ま
し
た
。(別
表
ユ

こ
う
し
た
努
勺
に
よ
り
、
過

去
6
年
間
で
、
多
く
の
亊
業
を

実
施
す
る
こ
と
か
で
き
ま
し

た
。(別
表
2
)

今
凌
も
、
昨
年
8
月
に
改
剖

さ
れ
た
第
2
次
棊
心
計
画
の
李

業
を
栢
暘
的
に
実
覽
し
て
い
き

ま
す
。

そ
の
卜
な
も
の
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

∵
高
齢
化
桂
会
へ
の
対
心
碵
と
　

し
て
の
保
健
衢
生
の
充
実

∵
生
涯
学
習
の
促
延

▽
持
別
喪
-
護
老
人
ホ
ー
ム
の
整
　

備
∵
心
身
障
害
者
の
柱
石
参
加
を
　

促
進
す
る
た
め
の
施
禹
・
施

設
の
整
懽

T
き
人
新
線
の

建
設

【
見
沼
代
覗
氷

・公
園
に
代
癶

さ
れ
る
覡
水

公
園
な
ど
の

特
色
あ
る
公

園
造
吹

∵
K
内
主
要
駅

湖
辺
の
再
間

尭
∵
密
集
庄
宅
地

の
改
譱
の
た

め
の
庄
環
境

整
備
・
防
災
生
活
圏
モ
デ
ル

亊
業
の
実
施

∵
逎
路
、
ド
水
逎
の
整
備

そ
の
た
め
に
は

、引
き
続
き
、

行
政
改
革
を
実
施
し
な
け
れ
は

な
り
ま
せ
ん

。

行
政
改
革
と
は
、
行
政
か
杠

会
倩
勢
の
変
化
に
適
切
に
対
心

し
て
い
く
た
め
の
替
段
か
ら
の

見
直
し
と
考
え
て
い
ま
す

。

区
民
の
皆
さ
ん
の
、
い
っ
そ

う
の
ご
理
解
と
、
こ
協
刀
を
お

願
い
し
ま
す
。

Λ
企
画
課
▽

表1 事務事業見 直し・行政 改
革によ る実 質的 な節減額

( 単 位) 百 万 円

表2 事務 事業 見直 し・行政改革によ る節減費の 充当事業
(昭 和56年度当初と昭和61年度 末との比較)

U. 229, 000


